
有機化学（材）第一・中間試験問題 

 

問１．  

ア）メチルカチオンおよびメチルアニオンの炭素の混成軌道を図示し、分子の「かたち」の

特徴を説明せよ。  

イ）BrØnsted-Lowry の「酸と塩基」について、「求電子試薬と求核試薬」との共通点と違い

を比較して説明せよ。    

ウ）シクロヘキサノールおよびフェノールの酸性度の違いについて、脱プロトン化物の共鳴

構造を図示して説明せよ。 

 

問２． 

ア）2,3-ジメチルブタンを C２-C３結合に沿って見た、ポテンシャルエネルギーのグラフを

示し、最も安定な立体配座および最も不安定な立体配座の Newman 投影式を図示せよ。  

イ）エチレングリコール（HOCH2CH2OH）の双極子モーメントは０である。この理由を分子内

の極性の方向と立体配座を示して説明せよ。    

ウ）下の５員環（n = 2）および７員環（n = 4）アンモニウム塩化合物の環ひずみにはほとんど

差がないが、それぞれの求核置換反応で、前者は path A （ring-opening）が選択的に進行

する一方、後者は path B （ring-emitting)が優先して進行する。この理由を説明せよ。 

 

問３． 

ア） 下の医薬品分子（ペニシリン）の各キラル中心に R,S 配置を帰属せよ。  

 

イ）cis- および trans-1,2-ジメチルシクロヘキサンの最も安定な配座をいす形構造で示し、

どちらが安定かを Newman 投影式を用いて説明せよ。 

ウ）cis-1,2-ジメチルシクロヘキサンにはキラル中心が二つあるにもかかわらず、光学不活性

となる理由を説明せよ。    

以 上 


